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新cephamycin剤MT-141のin vitro,in vivo抗 菌 作 用 を 同系 のCefmetazole,Cefoxitin,

お よびCefazolin,Cefmenoxime,Latamoxefと 比 較 検 討 し,次 の結 果 を得 た 。

MT-141は グ ラ ム陽 性菌,グ ラ ム陰 性菌 の 各 菌 種 に 抗菌 力 を 有 し,と くに グ ラ ム陰 性 菌 のE.coli,

K.pneumniae,Proteus属(P.mirabilis,P.vulgaris,M.morganii,P.rettgeri,P.incon-

stans),S.marcescensで は,従 来 のcephamycin系 よ り強 い抗 菌 力 を示 した。 しか しCefmeno-

xime,Latamoxefよ り弱 か った 。B.fragilisに 対 して は,他 剤 に 比 べ最 も 強 い 抗菌 力 を示 した。

11菌 種22菌 株 か ら得 た不 活 化 酵 素 に対 して,従 来 のcephamycin系 同様,安 定 で あ った 。

マ ウス 実験 感 染 に お け るMT-141の 治療 効 果 はK.pneumoniae ,C.freundii,S.marcesoens

感 染 で はLatarnoxefと ほ ぼ 同程 度 で,Cefmetazoleよ り優 れ て い た 。

MT-141はcephamycin系 に 属 す る 新 抗 生 物 質 で,化

学 名 はsodium(6R,7S)-7-[(S)-2-(2-amino-2-12carbo-

xyethylthio)acetamido]-7-methoxy-3-[[(1-methy1-1H

-tetrazo1-5-yl)thio]methy1]-8-oxo-5-thia-1-azabicy-

clo[4,2,0]oct-2-ene-2-carboxylateで あ り,構 造 式

をFig.1に 示 し た 。

Fig.1Chemical structure of MT-141

本 剤 は 各 種 細 菌 の 産 生 す る β-lactamaseに 対 し 安 定

で,グ ラ ム陽 性菌,グ ラ ム陰 性 菌 に 広 範 な 抗 菌 スペ ク ト

ル を有 し,B.fragilis,Cdifficile等 の 嫌 気 性菌 に も優

れた 抗 菌力 を示 す といわ れ て い る。 また注 射 に よ り高 い

血 中 濃 度 が 得 られ,血 中 半減 期 は2～2.5時 間 で持 続 的

であ り,生 体 内 で 代 謝 され ず,尿 中 排 泄 率 は8時 間 で 約

90%で あ る といわ れ て い る。

本報 告 はMT-141のin vitro,in vivo抗 菌 作 用 を

同 系 のCefmetazole,Cefoxitinお よび 既存 のcephem

剤 と比 較 した 細 菌 学 的 評 価 の概 要 で あ る。

1.実 験 材 料 お よび 実 験 方 法

1.使 用 菌株

教 室 保 存 株 お よび 臨 床 材 料 か ら分 離 し た グ ラ ム陽 性

菌,グ ラ ム陰 性 菌 の 多 数 株 を 使 用 した 。

2.試 験 薬 剤

MT-141(910μg/mg,明 治 製 菓)

Cefmetazole(CMZ,935μg/mg,三 共)

Cefoxitin(CFX,938μg/mg,第 一 製 薬)

Cefazolin(CEZ,944μg/mg,藤 沢 薬 品)

Cefmenoxime(CMX,957μg/mg,武 田 薬 品工 業)

Latamoxef(LMOX,922μg/mg,塩 野 義 製 薬)

3。 感 受 性 測 定 法

日本 化 学 療 法 学 会 標 準法1),日 本化 学 療 法 学会 嫌 気性

菌MIC測 定 委 員会 法2)に 従 って 行 な った 。 な おH.in-

fluenzaeは チ ョ コ レー ト寒 天 平 板 を 用 いた 。

4.殺 菌 作 用 測 定 法

E.coli c-11株 を用 い,普 通 ブイ ヨ ンに接 種 し,菌 数

が 約106CFU/mlに な った と き,MT.141の 各 濃 度 を添

加 し,添 加 後1,3,5,8お よび24時 間 目にそ れ ぞれ

の 生菌 数 を測 定 した。 同 時 にCMZ,LMOX,CEZに つ

い て も検 討 した。

5。 菌 の産 生 す る不 活 化 酵 素 に対 す る安 定 性

1)粗 酵 素 液 の調 製

E.coli 4株,K.pneumoniae 1株,C.fmndii 1株,

E.cloacae 1株,P.mirabilis 1株,P.vulgaris 2株,

P.rettgeri 1株P.inconstans 1株,S.marcescens 1

株,P.aeru8inosa 2株 お よびB.fragilis7株 の11菌

種22菌 株 を用 い,37℃ 一 夜 培 養 後 集 菌 し,菌 体 を超 音

波 で破 壊 した遠 心 上 清 を粗 酵 素 液 と して使 用 した。

2)Žg—p–ò•Ü

Penicillin G (PCG), Ampicillin (ABPC), Carbeni-

cillin (CBPC), Sulbenicillin (SBPC), Mezlocillin

(MZPC), Apalcillin (APPC), Piperacillin (PIPC),

Cloxacillin (MCIPC), Cephaloridine (CER), Cephale-

xin (CEX), Cefatrizine (CFT), Cefroxadine (CXD)
,
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Cefaclor (CCL), CEZ, Cefamandole (CMD), CFX,

CMZ, Cefuroxime (CXM), Cefotiam (CTM), Cefsu-

lodin (CFS), Cefotaxime (CTX), Cefoperazone (CPZ),

Ceftizoxime (CZX), CMX, LMOX

3)酵 素 活 性 の 測 定(Bioassay)

各 薬 剤 液 を50μg/mlと し,37℃ で 粗酵 素液 を作 用

させ,4時 間 後100℃,1分 間 の 加 温処 理 を行 な い,残 存

力 価 を薄 層 デ ィス ク法 に よ り測 定 した。 な お,MT-141

の測 定 にはVrbrio percolans ATCC 8461,CTXに は

M.luteus ATCC9341,LMOXに はE.coli 7437,そ

の他 の薬 剤 で はB.sUbtilis ATCC 6633を 検 定 菌 と し

た。

6.マ ウ ス実 験 感 染 に お け る防 禦 効 果3～5)

マ ウスはICR系,雄,体 重19±1gを 用 い,E.coli

C-11,K.pneumoniae 3K25,C.freUndii GN 346,S.ma-

rcescens No.2を 感 染菌 と した。 菌 液 を 調 製 後,マ ウ ス

腹 腔 内に 感 染 させ,1時 間 後 にMT-141,CMZ,Cefot-

etan(CTT),CEZ,LMOXを 皮 下 投 与 し た 。 観 察 は 感

染 後5日 間 行 な い,マ ウス の 生死 よ りED50を 算 出 した 。

7.マ ウス血 清 中 濃度 測 定 法

上 述 と同 条 件 の マ ウス1群10匹 を用 い,MT-141お

よび対 照 薬 剤 を そ れ ぞ れ1mg/mouse,0.5mg/mouse

皮 下投 与 し,5分,15分,30分,1時 間,2時 間 後 に

そ れ ぞ れ マ ウス か ら血 清 を採 取 した後,1群 を プ ール し

た 血 清 を 用 い デ ィス ク法 で測 定 した。MT-141で は 検定

菌 と してVibrio percolans ATCC 8461を 用 い た 。

II.実 験 成 績

1.抗 菌 ス ペ ク トル

教 室 保 存 の グ ラム 陽性 菌(4菌 種7菌 株),腸 内 細 菌

科(10菌 種14菌 株)お よび ブ ドウ糖 非 発 酵 グ ラ ム陰 性

桿 菌(9菌 種18菌 株)に つ い て抗 菌 力 を 検 討 した結 果

をTable1～4に 示 した。 接 種 菌 量106cells/mlに お い

て,MT-141の 抗 菌 力 は グラ ム陽 性 菌 に 対 して は 同系 の

CMZ,CFXやCEZ,LMOX,CMXよ り弱 か っ た。 し

か し グ ラ ム陰 性 の 腸 内 細菌 科 の 菌 種 に対 し てCMZ,

CFX,CEZに 比 べ 強 い抗 菌 力 を 示 し た が,LMOX,

CMXに 比 べ 弱 か った 。 ブ ドウ糖 非 発 酵 菌 ではCMZ,

CFXと 同様,P.aeruginosaに は100μg/ml以 上 の

耐 性 を示 し,LMOX,CMXよ り弱 か った。

2.臨 床 分 離 株 の 感 受 性 分 布

臨床 材 料 か ら分 離 され たS.aureus40株,S.pyogenes

20株,S.pneumoniae20株,S.faecalis20株,E.coli

30株,K.pneumoniae40株,P.mirabilis30株,P.

vulgaris35株,M.mrganii35株,Pmttgeri35株,

P.inconstans35株,S.marcescens35株,E.cloacae

30株,P.aeruginosa30株,P.cepacia30株,P.malto-

Table 1 Antibacterial spectrum

Inoculum size: lO8cells/ml

(MIC: ƒÊg/ml)
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Table 2 Antibacterial spectrum

Inoculum size: 106 cells/ml

(MIC: ug/ml)

Table 3 Antibacterial spectrum

Inoculum size: 108 cells/ml

(MIC: ƒÊg/ml)
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Table 4 Antibacterial spectrum

Inoculum size:106 cells/ml

(NEC: ƒÊg/ml)

philia30株,Acalcoaceticus29株,A.xylosoxidans

30株,F.meningosepticum23株,H.influenzae8株

お よびB.fragilis27株 の21菌 種672株 の感 受 性 分 布

をMT-141,CMZ,CFX,CEZ,CMX,LMOXの6

薬 剤 に つ い て 比 較 した 成 績 をFig2～Fig.22に 示 した。

1)各 菌 種 の 感 受 性 分 布

S.aureusに 対 す るMT-141の 抗菌 力 は最 も弱 く,

そ のMICの ピー クは12.5μg/mlで あ った。

Streptococcus属 で はS.pyogenesに 対 して は,S.au-

reusと 同様MT-141の 抗 菌 力 は 他 の5剤 に比 べ最 も弱

か った が,そ のMICピ ー クは1.56μg/mlで あ っ た。

S.pneumoniaeで は 同 系 のCMZ,CFXやCEZ,CMX

と比 べ 弱 い が,LMOXよ り強 く,そ のMICは11.56

μg/mlで あ る。S.faecalisに 対 して はCEZが 最 も強

い 抗 菌 力 を 示 した が,MT-141はCMZ,CFX,LMOX

と同 様100μg/ml以 上 の 耐 性 で あ った 。

E.Coli,K.pneumoniae,お よびProteus属(P.mi-

rabilis,P.vulgaris,M.morganii,P.rettgeri,P.in-

constans)に 対 す るMT-141の 抗 菌 力 はCMX,LMOX

よ り弱 い が,CFX,CMZ,CEZに 比 べ 強 い。 そのMIC

の ピー クは0.39～1.56μg/mlで あ った。

S.marcescens,E.cloacaeで は,MT-141の 抗 菌 力

Fig. 2 Sensitivity distribution of clinical isolates

S.aureus 40 strains

hoodurn size:10m cells/ml Inoculum size: 106 cells/ml
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Fig.3 Sensitivity distribution of clinical isolates

S.pyogenes 20 strains
Inocaum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml

Fig.4 Sensitivity distribution of clinical isolates

S.pneumoniae 20 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml

Fig.5 Sensitivity distribution of clinical isolates

S.faecalis 20 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml
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Fig. 6 Sensitivity distribution of clinical isolates

Fig. 7 Sensitivity distribution of clinical isolates

Fig. 8 Sensitivity distribution of clinical isolates
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Fig.9 Sensitivity distribution of clinical isolates

P.vulgaris 35 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml

Fig.10 Sensitivity distributoin of clinical isolates

M.morganii 35 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml

Fig.11 Sensitivity distribution of clinical isolates

P.rettgeri 35 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml
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Fig. 12 Sensitivity distribution of clinical isolates

Fig. 13 Sensitivity distribution of clinical isolates

Fig. 14 Sensitivity distribution of clinical isolates
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Fig.15 Sensitivity distribution of clinical isolates

P.aeruginosa 30 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml

Fig.16 Sensitivity distribution of clinical isolates

P.cepacia 30 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml

Fig.17 Sensitivity distribution of clinical isolates

P.maltophilia 30 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml
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Fig.18 Sensitivity distribution of clinical isolates

A.calcoaceticus 29 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml

Fig.19 Sensitivity distribution of clinical isolates

A.xylosoxidans 30 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml

Fig.20 Sensitivity distribution of clinical isolates

F.meningosepticum 23 strains

Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml
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Fig.21 Sensitivity distribution of clinical isolates

H.influenzae 8 strains
Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml

Fig.22 Sensitivity distribution of clinical isolates

B.fragilis 27 strains
Inoculum size:108 cells/ml Inoculum size:106 cells/ml

は 弱 く,ほ とん どの株 が50μg/ml以 上 でCEZよ りや

や強 い が,他 の4剤 よ り劣 って い た 。

P.aeruginosaに 対 して はCMZ,CFX,CEZと 同様

す べ て の株 は100μg/mlで あ っ た。P.cepaciaで は

0.39μg/mlか ら100μg/ml以 上 のMICを 示 し,ほ と

ん どの株 が50μg/ml以 上 でCEZと ほ ぼ 同等 で あ った

が 他 の5剤 よ り劣 っ て い た。P.maltophiliaで はCEZ

と同様,100μg/ml以 上 のMICで あ った。

A.calcoaceticusに 対 し,ほ ぼLMOXと 同程 度 の抗

菌 力 を示 し,CMXよ り 劣 る が,他 剤 よ り優 れ,MIC

の ピー クは25～50μg/mlで あ った 。

A.xylosoxidansで はLMOXよ り劣 る が,他 剤 よ り

強 く,そ のMICの ピー クは12.5～25μg/mlで あ った 。

F.meningosepticumに 対 す るMT-141の 抗菌 力 は,

CFXと 同程 度 でCMXよ り劣 る が,他 剤 よ り強 か った 。

MICの ピ ー クは12.5μg/mlで あ っ た。

H.influenzaeに 対 す るMT-141のMIC分 布 はCEZ,

CMZ,CFXよ り強 く,そ の ピー クは0.39μg/mlで あ

った が,CMX,LMOXよ り劣 って い た。

B.fragilisに 対 す るMT-141の 抗 菌 力 は 最 も強 く,

そ のMICの ピ ー ク は0.78μg/mlを 示 し,同 系 の

CMZ,CFXよ り強 か った 。

2)臨 床 分離 株 に 対 す るMT-141の 抗 菌 力

検 討 した21菌 種672菌 株 に対 す るMT-141の 抗 菌 力

の成 績 をFig.23に 示 した 。

MT-141はP.mirabilis,P.vulgaris,K.pneumo-

niae,E.coli,H.influenzaeに 対 し強 い抗 菌 力 を 示 し,

0.78μg/ml以 下 に分 布 し て い た。S.pneumoniae,B.

fragilis,M.morganii,P.rettgeri,P.inconstansで

は菌 株 の80%は1.56μg/mlの 濃 度 で 阻 止 さ れ,S.
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Fig.23 In vitro activity of MT-141 against clinical isolates

Inoculum size:106 cells/ml

Pyogenesで は3 .13μg/mlで あ った 。F.meningosepti-

cum,S.aureus,A.xylosoxidans,S.marcescens,

A.calcoaceticusに 対 す る抗 菌 力 はや や 弱 く,125μg/

ml～25μg/mlで あ り,P.cepacia,E.cloacae,P.ma-

ltophilia,P.aeruginosa,S.faecalisで は100μg/ml

以 上 で あ った。

3)臨 床 分 離 株 に対 す る各 薬 剤 の80%発 育 阻 止 濃 度

検討 した21菌 種672菌 株 に 対 す る 各薬 剤 の抗 菌 力 を,

菌 株 の80%を 阻 止 す る濃 度 で 示 した の がFig.24で あ

Fig.24 80% inhibitory concentration (ƒÊg/ml)

of MT-141 against clinical isolates

る。

MT-141は グラ ム陽 性 球菌 に対 して他 剤 よ り弱 く,グ

ラム陰 性 のE.coli,K.pneumoniae,Proteus属,S.

marcescens,H.influenzaeで は 同 系 のCMZやCEZ

よ り優 れ た 抗 菌 力 を 示 す がCMX,LMOXよ り弱 い。

ブ ドウ糖 非 発 酵 菌 で は 抗菌 力 は 弱 く,そ の 中 で はF.me-

ningosepticum,A.xylosoxidans,A.calcoacetiousで

はCMZ,CEZよ り強 い。B.fragilisに 対 して は他 剤

と比 べ,最 も強 い 抗菌 力 を示 した。

Fig.25 Bactericidal activity of MT-141, CMZ,

CEZ and LMOX against E.coli C-11
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3.殺 菌 作 用

E.coli C-11株 に 対 す るMT-141の 殺 菌 作 用 をCMZ,

LMOX,CEZと 同 時 に 比 較 し た 成 績 をFig.25に 示 し

た。

MT-141の 殺菌 作 用 はMIC添 加 ではCEZよ りや や

弱 いが,LMOX,CMZよ り強 か った 。MT-141のMIC

はCMZと 同 等 で あ った が,CMZは 添 加8時 間 後 以 降

再増 殖 が 認 め られ た が,MT-141で は 認 め られ な か っ

た 。

4.不 活 化 酵 素 に 対 す る安 定 性

腸 内細 菌 科9菌 種13株,P.aeruginosa 2菌 株 よ りそ

れ ぞ れ得 ら れ た 不 活 化酵 素(β-lactamase)に 対 す る

MT-141の 安 定 性 をpenicillin系9薬 剤,cephalosp-

orin系14薬 剤,cephamycin系2薬 剤 お よびoxace-

phem系1薬 剤 と比 較 した成 績 をFig.26に 示 し た 。

MT-141はE.coli 35株 の産 生 す る酵 素 に よ りわ ず か

に不 活 化 され た が,他 の菌 株 の産 生す る酵 素 に対 して は

CFX,CMZ,CXM,CZX,LMOXと 同 様 安 定 で あ っ

た。

B.fragilis 7菌 株 よ り得 られ た不 活 化 酵 素 に対 す る

MT-141の 安 定 性 の成 績 をFig.27に 示 した。MT-141

Fig.26 Enzymatic stability of penicillins and

cephems

Fig.27 Enzymatic stability of cephems

は これ らの酵 素 に対 し,最 も安 定 で あ った。

5.マ ウス実 験 感 染 にお け る防 禦 効 果

1)E.coli感 染

E.coli C-11株 を感 染 菌 と した とき の成 績 をTable 5

に示 した。

大 量 菌 感染 に お け るMT-141のED 50値 は最 も大 き

く,他 剤 よ り劣 って い た が,小 量 菌 感 染 で は0.121mg/

mouseを 示 し,CMZ,CTT,CEZよ り 小 さ い が,

LMOXよ り大 きい 値 で あ った 。

2)K.pneumoniae感 染

K.pneumoniae 3 K 25株 を 感 染 菌 と した と きの成 績 を

Table 6に 示 した。

CEZ耐 性 株 で あ るK.pneumoniae 3 K 25株 に対 す る

MT-141のED 50は0.156mg/mouseで 最 も小 さ く,

CEZ,CMZ,LMOXよ り優 れ て い た。

3)C.freundii感 染

C.freundii GN 346を 感 染 菌 と し た と き の 成 績 を

Table 7に 示 した。

大 量 菌 感染,小 量 菌 感 染 と もMT-141のED 50値 は

最 も小 さ く,LMOXと ほ ぼ 同 等 か,わ ず か に 優 れ,同

系 のCMZやCEZよ り優 れ た 感 染 防 禦 効 果 を 示 した 。

4)S.marcescens感 染

S.marcescens No.2を 感 染 菌 と し た と きの 成 績 を

Table 8に 示 した 。

MT-141のED 50値 は0.312mg/mouseを 示 しCTT,

LMOXよ りわず か に 大 きな 値 で あ っ た がCMZ,CEZ
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Table 5 Protecting effect of MT-141 against E.coli infection in mice

Mouse:ICR,4 W,•‰,19•}1 g,6 animals/group.

Challenge:I.P.

Administration:S.C.1 hr.after infection.

ED 50:Van der Waerden method.

Table 6 Protecting effect of MT-141 against K .pnetimoniae infection in mice

Mouse:ICR,4 W,•‰, 19•}1 g,6 animals/group.

Challenge:I.P.

Administration:S.C.1 hr.after infection.

ED 50:Van der Waerden method.
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Table 7 Protecting effect of MT-141 against C. freundii infection in mice

Mouse: ICR, 4W, •‰, 19•}1g, 6animals/group.

Challenge: I.P.

Administration: S.C. 1hr. after infection

ED50: Van der Waerden method.

Table 8 Protecting effect of MT-141 against S. marcescens infection in mine

Mouse: ICR, 4W, •‰, 19•}1g, 6animals/group.

Challenge: I.P.

Administration: S.C. 1hr. after infection.

ED50: Van der Waerden method.
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Fig. 28 Serum level of mice

よ り小 さ い値 であ った 。

5.マ ウス血 清 中 濃 度

MT-141,CMZ,CEZお よ び 止MOXを そ れ ぞ れ1

mg/mouse,0.5mg/mouse皮 下 投 与 し た マ ウ スの 血 中

濃 度 をFig.28に 示 した 。

各 薬 剤 は とも に ピー クは 投 与 後15分 に あ り,MT-

141は1mg/mouse投 与 で69μg/mlで 他 剤 よ り低 い値

で あ った。 しか し,投 与 後1時 間 目の 濃 度 は10μg/ml

で,他 剤 よ り優 れ た持 続 性 を 示 した 。

III.考 察

MT-141は 同 系 のCFX,CMZと 同様,グ ラム陽 性

菌,陰 性 菌 に対 し抗 菌 スペ ク トル を 有 す が,グ ラム 陽性

菌 で はCFX,CMZよ り弱 い 。 しか し,と くに グ ラム陰

性 菌 の うち,E.coli,K.Pneunoniae,Protes属(P.

mirabiliS,P.VulgariS,M.morganii,P.rettgeri,P.

inconstans),S。marcescensに 対 して は,優 れ た抗 菌

力を示 し,CEZお よび同系のCFX,CMZよ り強いが,

℃MX,LMOXよ り弱い傾 向が認め られた3～5)。また,B.

fragilisに 対 しては他剤 に比 べ,最 も強 い抗菌力を示 し

た。 この ような抗菌 力の特徴 は不活化酵素(11菌 種22

菌株か ら得た酵 素)に 対す る安定性 の実験か らも裏付け

られ,他 のcephamycin系 同様,安 定 であった。 これは

cephamycin系 に 共通な構造上 の特徴 である β-lactam

環 の7位 にmethoxy基 が存 在 す るた め と考 え られ る。

E.colic-11株 に対 す る短 時 間 殺 菌 作 用 はMIC添 加

量 で,CEZと 同 等,CMZ,LMOXよ り 優 れ た 殺 菌 効 果

が認め られ た。

マ ウス実験感染 での成績はin vitroで の抗菌力 とほ

ぼ相関 し,CEZ,CMZよ り優れた治療効果 を得た。ま

たMT-141の マ ウス血 中濃度は,CMZと 比べ血中 ピー

ク値はやや劣 るが,持 続性 において優 れ,LMOXと 同

等であ った。 このことはマウス実験感染でCMZよ り優

れた効果がみ られ た原 因の一つ と考 えられた。
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FUNDAMENTAL STUDIES OF MT-141, A NEW CEPHAMYCIN

SACHIKO GOTO, AKIYOSHI TSUJI, MASATOSHI OGAWA, YASUKO KANEKO

SHUICHI MIYAZAKI and SHOGO KUWAHARA

Department of Microbiology, School of Medicine, Toho University

In vitro and in vivo antibacterial activities of MT-141, a new cephamycin antibiotic, were compared
with those of cefmetazole, cefoxitin, cefazolin, cefmenoxime and latamoxef.

MT-141 was active against gram-negative and gram-positive bacteria showing greater activity than
other cephamycins particularly against gram-negative bacteria including E. coli, K. pneumoniae, Proteus
sp. (P. mirabilis, P. vulgaris, M. morganii, P. rettgeri & P. inconstans) and S. marcescens, but less
active than cefmenoxime and latamoxef. Activity of MT-141 against B. fragilis was stronger than
any other cephems tested.

MT-141 was as stable as other cephamycins to inactivating enzymes derived from 22 strains of 11
species.

Therapeutic efficacy of MT-141 was comparable to latamoxef being superior over cefmetazole in
experimental infections on mice caused by K. pneumoniae, C. freundii and S. marcescens.


